
(57)【要約】

【課題】血圧計用カフにおいて、動脈に圧力を効率良く

加えることが可能な、血圧計用カフを提供する。

【解決手段】収縮時における第１側壁部１０３の折畳み

寸法ｄ１と第２側壁部１０４の折畳み寸法ｄ２とが異な

るように設けられている。圧迫用流体袋１００内に流体

を送り込み、圧迫用流体袋１００を膨張させた場合、第

２側壁部１０４の方が長く伸張する。その結果、圧迫用

流体袋１００に押されてカフ固定具に生じる力は、生体

軸方向に対して垂直方向に働くことになる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 の 出 入 に よ り 膨 張 ・ 収 縮 す る 圧 迫 用 流 体 袋 を 備 え る 血 圧 計 用 カ フ で あ っ て 、
前 記 圧 迫 用 流 体 袋 は 生 体 側 に 位 置 す る 内 壁 部 と 、
前 記 内 壁 部 に 対 し て 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る 外 壁 部 と 、
生 体 へ の 巻 付 方 向 に 対 す る 両 側 壁 部 に お い て 、 前 記 内 壁 部 と 前 記 外 壁 部 と を 連 結 す る よ う
に 設 け ら れ 、 前 記 圧 迫 用 流 体 袋 の 収 縮 時 に は 内 側 に 折 畳 ま れ る 、 第 １ 側 壁 部 お よ び 第 ２ 側
壁 部 と を 備 え 、
前 記 第 １ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と を 異 な ら せ た こ と を 特 徴 と す る 、
血 圧 計 用 カ フ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 側 壁 部 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 と の 伸 縮 性 を 異 な ら せ る た め 、 前 記 第 １ 側 壁 部 の 折 畳 み
長 さ と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 折 畳 み 長 さ と を 異 な ら せ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
血 圧 計 用 カ フ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と を 異 な ら せ る た め 、 前 記 第 １ 側 壁 部
の 伸 縮 率 と 前 記 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮 率 と を 異 な ら せ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
血 圧 計 用 カ フ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 生 体 に 装 着 し て 血 圧 を 測 定 す る 血 圧 計 に 関 し 、 よ り 特 定 的 に は 、 上 腕 や 手 首
に 巻 回 し 、 そ の 測 定 部 位 を 圧 迫 し て 血 圧 を 測 定 す る の に 用 い る 血 圧 計 用 カ フ の 構 造 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
生 体 に 装 着 し て 血 圧 を 測 定 す る 血 圧 計 に 用 い る 血 圧 計 用 カ フ の 構 造 と し て 、 た と え ば 、 特
開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ４ ５ ５ ８ に 開 示 さ れ る も の が 挙 げ ら れ る 。 以 下 、 こ の 血 圧 計 用 カ フ の 構
造 、 特 に 血 圧 計 用 カ フ に 装 着 さ れ る 圧 迫 用 流 体 袋 の 構 造 に つ い て 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２ を
参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま ず 、 図 １ １ を 参 照 し て 、 従 来 の 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ は 、 生 体 側 に 位 置 す る 内 壁 部 ２ ０ １
と 、 こ の 内 壁 部 ２ ０ １ に 対 し て 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る 外 壁 部 ２ ０ ２ と 、 上 腕 、 手 首 、
そ の 他 の 生 体 へ の 巻 付 方 向 （ 図 １ １ 中 Ａ 方 向 ） に 対 す る 両 側 壁 部 に お い て 、 内 壁 部 ２ ０ １
と 外 壁 部 ２ ０ ２ と を 連 結 す る よ う に 設 け ら れ 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 収 縮 時 に は 、 図 １ １
に 示 す よ う に 、 内 側 に 折 畳 ま れ る 第 １ 側 壁 部 ２ ０ ３ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ２ ０ ４ と を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
第 １ 側 壁 部 ２ ０ ３ は 、 一 端 側 が 内 壁 部 ２ ０ １ に 連 結 さ れ る 内 壁 側 側 壁 部 ２ ０ ３ ａ と 、 一 端
側 が 外 壁 部 ２ ０ ２ に 連 結 さ れ る 外 壁 側 側 壁 部 ２ ０ ３ ｂ と を 有 し 、 内 壁 側 側 壁 部 ２ ０ ３ ａ と
外 壁 側 側 壁 部 ２ ０ ３ ｂ と の そ れ ぞ れ の 他 端 側 同 士 が 連 結 さ れ て 、 略 Σ 状 の 形 態 を 構 成 し て
い る 。 第 ２ 側 壁 部 ２ ０ ４ も 第 １ 側 壁 部 ２ ０ ３ と 同 様 に 、 内 壁 側 側 壁 部 ２ ０ ４ ａ と 外 壁 側 側
壁 部 ２ ０ ４ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
内 壁 部 ２ ０ １ お よ び 外 壁 部 ２ ０ ２ の 幅 は 、 所 定 の 寸 法 Ｗ に 設 け ら れ 、 図 １ ２ に 示 す よ う に
、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ が 膨 張 し た 後 も 、 幅 寸 法 Ｗ は 略 維 持 さ れ る 。 収 縮 時 に お け る 第 １ 側
壁 部 ２ ０ ３ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ２ ０ ４ の 折 畳 み 長 さ ｄ １ も 、 両 者 同 一 寸 法 に 設 け ら れ 、 圧 迫
用 流 体 袋 ２ ０ ０ が 膨 張 し た 後 は 、 第 １ 側 壁 部 ２ ０ ３ お よ び 第 ２ 側 壁 部 ２ ０ ４ の い ず れ も 同
一 長 さ 伸 張 し て （ 図 １ １ の ｈ １ → 図 １ ２ の ｈ ２ ） 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 膨 張 を 可 能 と し
て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 構 造 か ら な る 従 来 の 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ に お い て は 、 以 下 に 示 す 問 題
が 挙 げ ら れ る 。 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 圧 迫 用 流 体 袋
２ ０ ０ を 、 た と え ば 上 腕 １ に 巻 回 し た 場 合 、 上 腕 １ の 肘 側 と 肩 側 と で は 腕 の 太 さ が 異 な る
。 つ ま り 、 上 腕 １ は い わ ゆ る テ ー パ 状 の 表 面 形 状 を 有 し て い る こ と に 起 因 し て 、 圧 迫 用 流
体 袋 ２ ０ ０ に 流 体 を 送 り 込 み 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 膨 張 さ せ た 場 合 、 図 １ ５ に 示 す よ う に
、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ が 肘 側 に ず れ る （ 図 １ ５ 中 Ｓ ２ 方 向 ） 現 象
が 生 じ る 。 こ の 現 象 に つ い て 、 図 １ ６ か ら 図 １ ９ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま ず 、 図 １ ６ を 参 照 し て 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ を 用 い て 、 水 平 な 状 態
の 生 体 １ に 巻 回 し た 場 合 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 膨 張 さ せ る と カ フ 固 定 具 ２ ０ １ は 圧 迫 用
流 体 袋 ２ ０ ０ か ら 押 さ れ て Ｆ の 力 を 受 け る 。 ま た 、 そ の 反 作 用 と し て カ フ 固 定 具 ２ ０ １ は
圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 同 量 の 力 Ｆ ’ で 押 し 返 す 。 力 Ｆ は 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ の 各 部 分 で 受
け る 力 の 合 計 で あ り 、 各 部 分 の 力 を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ の 両 端 部 に 作 用 す る 力 ｆ １ 、 ｆ ２ に
代 表 さ せ る と 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 対 称 性 を 考 え れ ば 、 ｆ １ ＝
ｆ ２ と な る 。 Ｆ の 向 き は 生 体 軸 方 向 （ 図 １ ６ 中 Ｘ 軸 方 向 ） に 対 し て 垂 直 で あ り 、 生 体 １ か
ら 離 れ る 方 向 （ 図 １ ６ 中 Ｙ 軸 方 向 ） に な る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ の た め 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ は 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 生 体 １ の 軸 （ Ｘ 軸 方 向 ） に 対 し て
垂 直 に 押 す こ と に な り 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ お よ び カ フ 固 定 具 ２ ０ １ の バ ラ ン ス が 崩 れ ず
、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ に よ り 生 体 １ が 適 正 に 圧 迫 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 、 図 １ ７ か ら 図 １ ９ を 参 照 し て 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ を 用 い て
、 テ ー パ 状 の 表 面 を 有 す る 生 体 １ に 巻 回 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ ７ を 参 照
し て 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 膨 張 さ せ る と 、 上 記 の 場 合 と 同 様 に 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ は 圧
迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ か ら 押 さ れ て Ｆ の 力 を 受 け る 。 ま た 、 そ の 反 作 用 と し て カ フ 固 定 具 ２ ０
１ は 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を 同 量 の 力 Ｆ ’ で 押 し 返 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し 、 生 体 １ の 表 面 が テ ー パ 状 の 場 合 、 生 体 １ に 対 し て 垂 直 な 力 Ｆ は Ｙ 軸 方 向 に 対 し て
α 傾 く こ と に な る 。 こ の と き 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に 働 く 力 の 釣 合 に お い て 、 図 １ ８ に 示 す
よ う に 、 Ｘ 軸 方 向 へ ず れ る 力 Ｆ Ｘ が 発 生 す る 。 こ の 力 Ｆ Ｘ が 生 じ る こ と に よ り 、 図 １ ９ に
示 す よ う に 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ を ず ら す （ 図 中 Ｓ ２ 方 向 ： 上 腕 の 場 合 に は 肘 側 ） こ と と な
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ に ず れ が 生 じ る と 、 圧 迫 用 流 体
袋 ２ ０ ０ に よ る 圧 迫 中 心 が ず れ る た め 、 効 果 的 に 動 脈 に 正 し い 圧 力 を 加 え る こ と が で き な
い 。 そ の 結 果 、 圧 迫 力 不 足 を 補 う た め に 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ は 余 計 に 膨 ら む 必 要 が 生 じ 、
圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ に 余 計 な 張 力 が 発 生 す る 。 そ の た め 、 血 圧 測 定 に 支 障 が 生 じ る と 共 に
、 流 体 ポ ン プ の 小 型 化 が 図 れ な い た め 、 血 圧 計 自 体 の 小 型 化 を 図 れ な い 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
し た が っ て 、 こ の 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 生 体 （ 動 脈 ）
に 圧 力 を 効 率 良 く 加 え る こ と が 可 能 な 、 血 圧 計 用 カ フ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 基 い た 血 圧 計 用 カ フ に お い て は 、 流 体 の 出 入 に よ り 膨 張 ・ 収 縮 す る 圧 迫 用 流 体
袋 を 備 え る 血 圧 計 用 カ フ で あ っ て 、 圧 迫 用 流 体 袋 は 生 体 側 に 位 置 す る 内 壁 部 と 、 内 壁 部 に
対 し て 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る 外 壁 部 と 、 生 体 へ の 巻 付 方 向 に 対 す る 両 側 壁 部 に お い て
、 内 壁 部 と 外 壁 部 と を 連 結 す る よ う に 設 け ら れ 、 圧 迫 用 流 体 袋 の 収 縮 時 に は 内 側 に 折 畳 ま
れ る 、 第 １ 側 壁 部 お よ び 第 ２ 側 壁 部 と を 備 え 、 第 １ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮 性
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と を 異 な ら せ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 構 成 に よ り 、 た と え ば 、 第 ２ 側 壁 部 を 第 １ 側 壁 部 よ り も 伸 縮 性 を 大 き く し 、 こ の 血 圧
計 用 カ フ を 上 腕 に 巻 回 す 場 合 に 、 第 １ 側 壁 部 を 肩 側 、 第 ２ 側 壁 部 を 肘 側 に 配 置 し て 、 圧 迫
用 流 体 袋 に 流 体 を 送 り 込 み 圧 迫 用 流 体 袋 を 膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 第 ２ 側 壁 部 の 方 が 第 １
側 壁 部 よ り も 大 き く 伸 長 す る 。 そ の た め 、 圧 迫 用 流 体 袋 に 押 さ れ て カ フ 固 定 具 に 生 じ る 力
の 傾 き が 補 正 さ れ 、 カ フ 固 定 具 お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 を 肘 側 へ ず ら す 力 が 相 殺 さ れ 生 じ な く
な る 。 そ の 結 果 、 カ フ 固 定 具 お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 が 肘 側 へ ず れ な く な り 、 圧 迫 用 流 体 袋 に
よ る 圧 力 を 生 体 に 効 率 良 く 伝 達 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 圧 迫 用 流 体 袋 に 余 計 な 張 力
が 発 生 す る こ と も な く な り 、 流 体 ポ ン プ の 小 型 化 を 図 る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 上 記 血 圧 計 用 カ フ に お い て 、 第 １ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と を 異 な ら
せ る 好 ま し い 形 態 と し て 、 第 １ 側 壁 部 の 折 畳 み 長 さ と 第 ２ 側 壁 部 の 折 畳 み 長 さ と を 異 な ら
せ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 他 の 形 態 と し て 、 第 １ 側 壁 部 の 伸 縮 性 と 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮
性 と を 異 な ら せ る た め 、 第 １ 側 壁 部 の 伸 縮 率 と 第 ２ 側 壁 部 の 伸 縮 率 と を 異 な ら せ る こ と が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 に 基 づ い た 血 圧 計 用 カ フ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。 な お 、 本 発 明 の 特 徴 は 、 血 圧 計 に 用 い る 血 圧 計 用 カ フ に お い て 、 カ フ 固 定 具 に よ っ て
生 体 に 固 定 さ れ る 圧 迫 用 流 体 袋 の 構 造 に あ る た め 、 こ こ で は 、 こ の 圧 迫 用 流 体 袋 の 構 造 に
つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 カ フ 固 定 具 お よ び 血 圧 計 の 構 造 に つ い て は 、 た と え ば 、
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ４ ５ ５ ８ に 開 示 さ れ る も の と 同 様 の も の が 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 構 造 ）
ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、
図 １ は 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 構 造 を 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 全
体 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
両 図 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 基 づ い た 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ は 、 生 体
側 に 位 置 す る 内 壁 部 １ ０ １ と 、 こ の 内 壁 部 １ ０ １ に 対 し て 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ る 外 壁
部 １ ０ ２ と 、 上 腕 、 手 首 、 そ の 他 の 生 体 へ の 巻 付 方 向 （ 図 ２ 中 Ａ 方 向 ） に 対 す る 両 側 壁 部
に お い て 、 内 壁 部 １ ０ １ と 外 壁 部 １ ０ ２ と を 連 結 す る よ う に 設 け ら れ 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０
０ の 収 縮 時 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 側 に 折 畳 ま れ る 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ お よ び 第 ２ 側 壁
部 １ ０ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ は 、 一 端 側 が 内 壁 部 １ ０ １ に 連 結 さ れ る 内 壁 側 側 壁 部 １ ０ ３ ａ と 、 一 端
側 が 外 壁 部 １ ０ ２ に 連 結 さ れ る 外 壁 側 側 壁 部 １ ０ ３ ｂ と を 有 し 、 内 壁 側 側 壁 部 １ ０ ３ ａ と
外 壁 側 側 壁 部 １ ０ ３ ｂ と の そ れ ぞ れ の 他 端 側 同 士 が 連 結 さ れ て 、 略 Σ 状 の 形 態 を 構 成 し て
い る 。 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ も 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ と 同 様 に 、 内 壁 側 側 壁 部 １ ０ ４ ａ と 外 壁 側 側
壁 部 １ ０ ４ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 内 壁 部 １ ０ １ 、 外 壁 部 １ ０ ２ 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ 、 お よ び 第 ２
側 壁 部 １ ０ ４ は 、 す べ て 同 一 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 た と え ば 、 厚 さ 約 ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 の 塩 化
ビ ニ ル 、 ウ レ タ ン 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 内 壁 部 １ ０ １ お よ び 外 壁 部 １ ０ ２ の 幅 は 、 所 定 の 寸 法 Ｗ （ た と え ば 、 約 １ ３ ０ ｍ ｍ
程 度 に 設 け ら れ 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し た 後 も 、 幅 寸 法 Ｗ は 略 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 の 形 態 の 特 徴 的 構 造 と し て 、 収 縮 時 に お け る 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ の 折 畳 み 長 さ ｄ １ と
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第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 折 畳 み 長 さ ｄ ２ と が 異 な る よ う に 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １
側 壁 部 １ ０ ３ の 折 畳 み 長 さ ｄ １ よ り も 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 折 畳 み 長 さ ｄ ２ の 方 が 長 く な る
よ う に 設 け て い る 。 た と え ば 、 ｄ １ ＝ 約 ２ ５ ｍ ｍ 、 ｄ ２ ＝ 約 ３ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 図 ３ は こ の 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻 回 し 、 圧 迫
用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し て い な い 状 態 を 示 し 、 図 ４ は こ の 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を カ フ 固 定
具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻 回 し 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ お よ び 図 ４ を 比 較 し て 分 か る よ う に 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し た 後 は 、 第 １ 側 壁
部 １ ０ ３ よ り も 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 方 が 長 く 伸 張 す る よ う に （ 図 ４ の ｈ １ ＜ ｈ ２ ） 、 圧 迫
用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 を 可 能 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ が ほ ぼ 、 生 体 軸
方 向 （ 図 ４ 中 Ｘ 軸 方 向 ） と 平 行 に な っ て い る こ が 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ こ で 、 図 ５ か ら 図 ８ を 参 照 し て 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 に つ い て 詳 細
に 説 明 す る 。 な お 、 図 ５ か ら 図 ８ は 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る
た め の 第 １ か ら ４ 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま ず 、 図 ５ を 参 照 し て 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を 水 平 状 態 に あ る 生 体 １ に 巻 回 し た 場 合 を 考
え る 。 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ 内 に 流 体 を 送 り 込 み 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を 膨 張 さ せ た 場 合 、
各 部 分 の 力 を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ の 両 端 部 に 作 用 す る 力 ｆ １ 、 ｆ ２ に 代 表 さ せ る と 、 第 ２ 側
壁 部 １ ０ ４ の 方 が 長 く 伸 張 す る た め 、 ｆ １ ＜ ｆ ２ と な る 。 そ の た め 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０
に 押 さ れ て カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に 生 じ る 力 Ｆ は 、 生 体 軸 方 向 （ 図 ５ 中 Ｘ 軸 方 向 ） に 対 し て α
傾 い た 方 向 に 向 い て 生 じ る 。 こ の 状 態 で 、 力 の 釣 合 を 考 え る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 － Ｘ
軸 方 向 へ ず れ る 力 Ｆ － Ｘ が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 こ の 力 Ｆ － Ｘ が 生 じ る こ と に よ り 、 カ
フ 固 定 具 ２ ０ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 － Ｘ 方 向 （ 図 ７ 中 Ｓ １ 方 向 ） に ず れ る こ と に な る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を テ ー パ 状 態 に あ る 生 体 １ に 巻 回 し た 場 合 を 考 え る 。 こ の 場 合
に は 、 図 １ ８ で 説 明 し よ う に 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に は Ｘ 軸 方 向 へ ず れ る 力 Ｆ Ｘ が 発 生 す る
。 し か し 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ に お い て は 、 上 述 し た よ う に 、 － Ｘ
軸 方 向 へ ず れ る 力 Ｆ － Ｘ が 発 生 す る こ と か ら 、 Ｆ Ｘ と Ｆ － Ｘ と が 相 反 す る 方 向 に 働 く 結 果
、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に は Ｘ 軸 方 向 へ ず 力 が 見 か け 上 働 か な い こ と に な る 。 そ の 結 果 、 図 ８
に 示 す よ う に 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ に 押 さ れ て カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に 生 じ る 力 Ｆ は 、 生 体 軸
方 向 （ 図 ８ 中 Ｘ 軸 方 向 ） に 対 し て 垂 直 方 向 に 働 く こ と に な る （ 図 ８ 中 Ｙ 軸 方 向 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ の 結 果 、 カ フ 固 定 具 ２ ０ １ お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 肘 側 へ ず れ な く な り 、 圧 迫 用 流
体 袋 １ ０ ０ に よ る 圧 力 を 生 体 １ に 効 率 良 く 伝 達 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 圧 迫 用 流 体
袋 １ ０ ０ に 余 計 な 張 力 が 発 生 す る こ と も な く な り 、 流 体 ポ ン プ の 小 型 化 、 さ ら に は 圧 力 計
の 小 型 化 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 上 腕 部 に 巻 回 さ れ る 血 圧 計 用 カ フ の 場 合 に つ い て 述 べ
た が 、 た と え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 手 首 部 に お い て 、 橈 骨 動 脈 の み を 局 所 的 に 圧 迫 す る
圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ Ａ へ の 適 用 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
手 首 部 の 局 所 圧 迫 に 適 用 す る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ Ａ の 場 合 に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 手
の ひ ら 側 よ り も 肘 側 の 方 が 細 く な る た め 、 手 の ひ ら 側 に 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ を 配 置 し 、 肘 側
に 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ を 配 置 す る こ と に よ り 、 上 記 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ と 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ と は 同 一 部 材 と
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し 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ の 折 畳 み 長 さ と 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 折 畳 み 長 さ と を 異 な ら せ る こ と
に よ り 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ の 伸 縮 性 と 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 伸 縮 性 と を 異 な ら せ る よ う に し
た が 、 他 の 手 段 と し て 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ の 折 畳 み 長 さ と 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 折 畳 み 長 さ
と が 同 じ で あ っ て も 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ の 伸 縮 率 と 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 伸 縮 率 と を 異 な ら
せ る こ と に よ り 、 第 １ 側 壁 部 １ ０ ３ の 伸 縮 性 と 第 ２ 側 壁 部 １ ０ ４ の 伸 縮 性 と を 異 な ら せ る
こ と も 可 能 で あ る 。 た と え ば 、 同 一 部 材 で あ っ て も 、 両 者 の 厚 さ を 異 な ら せ る こ と や 、 異
な る 材 料 を 用 い る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
し た が っ て 、 今 回 開 示 し た 上 記 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 、 限 定 的 な 解 釈 の
根 拠 と な る も の で は な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 、 上 記 し た 各 実 施 の 形 態 の
み に よ っ て 解 釈 さ れ る の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に 基 づ い て 画 定 さ れ る 。 ま た 、
特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に 基 い た 血 圧 計 用 カ フ に よ れ ば 、 カ フ 固 定 具 お よ び 圧 迫 用 流 体 袋 の ず れ が 防 止 さ
れ 、 圧 迫 用 流 体 袋 に よ る 圧 力 を 生 体 （ 動 脈 ） に 効 率 良 く 伝 達 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た
、 圧 迫 用 流 体 袋 に 余 計 な 張 力 が 発 生 す る こ と が な い た め 、 流 体 ポ ン プ の 小 型 化 、 さ ら に は
圧 力 計 の 小 型 化 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 構 造 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 全 体 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻
回 し 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し て い な い 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻
回 し 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 １ 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 ２ 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 ３ 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 ４ 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 他 実 施 の 形 態 に お け る 、 手 首 部 に 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ Ａ を 装 着 す る 状 態 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 他 実 施 の 形 態 に お け る 、 手 首 部 に お い て 橈 骨 動 脈 の み を 局 所 的 に 圧 迫 す る 圧 迫
用 流 体 袋 １ ０ ０ Ａ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 全 体 構 造 を 示 す 第 １ 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 全 体 構 造 を 示 す 第 ２ 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻
回 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻
回 し 、 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ が 膨 張 し て い な い 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ を カ フ 固 定 具 ２ ０ １ に よ り 上 腕 １ に 巻
回 し 、 圧 迫 用 流 体 袋 １ ０ ０ が 膨 張 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 １ 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 ２ 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
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第 ３ 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 従 来 の 技 術 に お け る 圧 迫 用 流 体 袋 ２ ０ ０ の 膨 張 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の
第 ４ 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 上 腕 （ 生 体 ） 、 １ ０ ０ ， １ ０ ０ Ａ 　 圧 迫 用 流 体 袋 、 １ ０ １ 　 内 壁 部 、 １ ０ ２ 　 外 壁 部
、 １ ０ ３ 　 第 １ 側 壁 部 、 １ ０ ４ 　 第 ２ 側 壁 部 、 １ ０ ３ ａ ， １ ０ ４ ａ 　 内 壁 側 側 壁 部 、 １ ０
３ ｂ ， １ ０ ４ ｂ 　 外 壁 側 側 壁 部 、 ２ ０ １ 　 カ フ 固 定 具 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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